
教職員自己評価(2学期）
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【授業改善】授業のユニバーサルデザイン化､学び合い
の場面の導入､授業モデルを基にした授業研究

【テスト結果活用】Web配信問題の結果や全国学力調
査の結果の活用による授業改善

【いじめ対応】日常的な情報交換｡いじめの未然防止、
早期発見､組織的な対応

【心の教育】人擢教育､同和教育を基盤とした､差別や

偏見を許さない雰囲気の醸成

【命の教育】教科､道徳､あらゆる教育活動を通した命

を大切にする教育

【健康】家庭と連携したメディアセーブ運動の取組の推
進

【小中連携､地域連携】小中連携､地域連携による教育

活動の充実､地域貢献

｜I

嘩
綱

【特別支援】生徒の特性を理解した指導と支援､インク

ルーシブ教育システムの構築

【上越カリキュラム】視覚的カリキュラム表の活用と点

検､更新｡教科経営の充実

【情報発信】各種たより、HP等の活用による定期的な

家庭､地域への情報発信
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保護者アンケート集計結果 |-|､28.12月実施

そう思う
そうであ-さ

どちらかという.冒・
そうである

どちらかという.;‐
そうでない

そう思わ喉し
そうでない

わから唯い

全校生徒グラフ全校 全校 全校 全校全校
設芦

'年’'2年'3年'1年'2年'3年'1年'2年'3年'1年'2年'3年'1年'2年I'年’2年 3年 2年 3年 3年 2年 3年 3年

子どもは楽しそ
うに学漣牛涯客
送っている。 四
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国
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子どもは溜来へ

の夢や希望を
祷っている。

亨品で.『ロ

” ％〆＝弧％ 2既グ醜5％

学校や反人のこ
とをよく話して
くれる．

困ったことなど

を祖戦してくれ
る。 瀬勢幽46S.',S露署

イ’｜’：いじめやいやが
らせを受けるこ
となく、安心む
て生活してい
る。 MXUK了胃

AI
家躯などを進ん
で手伝ってくれ
る。

]雌］1％
〃〃

家人や近所の人
に、自分から進
んであいさつを
する。

1 ｜ ’
腸に応じた丁寧
な言葉遣いがで
きる。 |躯
子どもは授業が
分かりやすいと
言っている。

テスト期閲中
は、計画的に家
庭学習に取り絹
んでいる。

｡蝿〆P寺名. 31乳／"%

テスト期間以外
でも、自分から
窯歴学習に取り
組んでいる．
(60分以上）

告々．二

14淵。班／］1％．／19％二

1部潅動に照心に
取り組んだ。
（加入省のみs
3年生は引退す
るまで） |"：≦ﾛ-
朝食は主食・主
菜・副菜をそろ
えてバランスよ

く食ぺている。 15X

テレビもパソコン．

スマホ．ケータイ、
タブレット、自豪プ
レーヤーなどは、
ルールを渓めて便わ
ゼている． '3蝋

’1’蚕11諺までに寝
る、輪6篭“分ま
でに起きるなど、島一

則正しい生活をして
いる．

学校からの各擢

たよりやホーム
ベージによる傭

鞭発鱈が充分
で、生淀の撮子
や学校の取岨み
がよく分かる．
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生徒アンケート（16年12月全校一斉に実施

■4とてもそう思う3そう思う■2あまり思わない1思わなし

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 1(10%

－ F一↑一一一
（1）学校は楽しし． 5048

｜ ’’
(2)家で､計画を立てて勉強

（3）家で､宿題

一
■
■
》

竺
■
■
』

’

（4）家で､予習

（5）家で､復習

（6）学習時間

(7)テスト期間中計画的な学習

’
（8）授業が分かる

「 ’’
（9）学級の安心度 10c

’’
(10)友達への思いやり

(11）悪口や陰口を言わずに生活

455芝

’
4792

｢－－’
(12）学級のいじめを見逃さない雰囲員

’
(13）人権･同和学習､差別をしないさせなL

（14）係や委員会の責任感

(15）学級や学年への協力的参加 42－‐‐‐_‐

(16）進んであいさつ

（17）目標を決めて運動に取り組む

(18）体育的な特別活動に積極的に参加

（19）きのうの就寝時間

15ロ

28罰

(20)朝食の内害

1【0分】

1【12時以降

1【食べない

3【60分以内】2[30分以内】
3【10時頃】2【11時頃】
3【主食十主菜】2【主食十主菜十副菜】

4【90分以上】

4【9時頃】

4【主食のみ】
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